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２．国府とは
（１）政治・経済・文化の中心

　　当時の相模国府の景観
（かながわ考古学財団 2009①）
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（２）国府のイメージ

（３）主な施設

国庁（こくちょう）

国司館（こくしのたち）

曹司（そうじ）

国府のイメージ

　　　　　　　武蔵国の国司館
（野村不動産株式会社・株式会社盤古堂 2008）

　　　国庁の建物配置
（府中市郷土の森博物館 2016）
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国厨家（くにのくりや）

道・井戸

工房

市・津

一般庶民の居住施設

８世紀における武蔵国府のようす（江口桂 2017）

武蔵国府・国分寺連絡路（江口桂 2014）

鍛冶のようす（府中郷土博 2016）
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３、相模国府はどこに設置されたの？

全国の国府と国分寺（大橋泰夫・江口桂 2020）

相模国府と駅路（依田亮一 2020 より引用・編集）
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全国の国府と国分寺（大橋泰夫・江口桂 2020） 5



①初期国府が高座郡（海老名市）に置かれたとする説（高座→大住→余綾）

②初期国府が足柄郡（小田原市）に置かれたとする説（足柄→大住→余綾）

③初期国府が大住郡に置かれたとする説（大住→余綾）
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４、大住国府について

（２）当時の神奈川県庁：国庁脇殿

（１）概要

湘南新道関連遺跡における主な遺構（柏木善治 2009）

　　　　　　　平塚市域の地形
（かながわ考古学財団 2009②より引用・編集） 　　　　推定相模国府域

（國平健三 1997 より引用・編集）

平塚駅
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東棟　上空写真（かながわ考古学財団 2009 ②）

国庁の建物変遷（かながわ考古学財団 2009② ）
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（３）メインストリート：古代東海道

（４）手工業生産：鍛冶工房

国府域内を通る東海道（ふるさと歴史シンポジウム実行委員会 2006）

　　　　構之内遺跡　推定古代東海道
（ふるさと歴史シンポジウム実行委員会 2006）

大型鍛冶工房（かながわ考古学財団 2007）
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①段階（８世紀代）

②段階（９世紀代）

③段階（10 世紀代）

国府域内の鍛冶関係遺構・遺物（かながわ考古学財団 2007）

５、おわりに
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